
圧⼒感知材料のインクジェット印刷技術を開発
〜⻑年の課題だったメカノクロミック材料の加⼯⽅法を発⾒〜

名古屋⼤学（国⽴⼤学法⼈東海国⽴⼤学機構 名古屋⼤学）は、都産技研（地⽅独
⽴⾏政法⼈東京都⽴産業技術研究センター）と共同で、⼒を加えると⾊が変化する特
徴を持つ素材『メカノクロミック材料』について、アルコールと共に加⼯すると特徴
を消さずに微粒⼦化できるうえに、繰り返し利⽤できることを発⾒しました︕

開発のポイント
◆アルコール共存下で、すりつぶす・擦る（こする）な
ど、⼒を加えることで⾊が変化する特性を保ちながら、
何度も繰り返し利⽤が可能。
◆産業への利⽤が期待されているメカノクロミック材料。
加⼯時に特徴が消えるという製造上の問題を解決したこ
とで電⼒不要な圧⼒センサーやタッチパネルなど応⽤展開
に期待︕︕
◆微粒⼦化したメカノクロミック材料から塗料を作製す
ることが可能に。インクジェットプリンタで紙や布に印
刷できるように。
（技術の詳細は次ページに記載されています）
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微粒子化したメカノクロミック
材料から作成した塗料



◆背景◆
機械的刺激に応答し⾊が変化するメカノクロミック材料は、その特性からセンシングデバイス等
への応⽤展開が期待されています。しかし実際には、機械的刺激に応答してしまうために材料加
⼯や実装⾃体が困難であり、具体的な応⽤展開事例が乏しいという課題がありました。

◆本研究によって得られた成果◆
本研究では⾒た⽬の⾊が変化するオリジナルの
メカノクロミック材料（図1）について、アル
コール共存下では機械的刺激を加えても⾊の変
化が起こらないことを発⾒しました。さらに、
発⾒したメカノクロミズムの制御という特性を
利⽤して、ビーズミル処理による機械的加⼯を
可能とし、従来の1/100以下の微粒⼦を得るこ
とに成功しました（図2）。

◆今後の展開◆
汎⽤性の⾼いインクジェットプリンタへの実装を可能としたため、多様な分野への展開が期
待されます。

開発したメカノクロミック塗料はインクジェットのみならず、スクリーン印刷やスプレー塗
装、染料としての活⽤も可能です。

本研究で得られた成果を活⽤いただける中⼩企業との共同研究を募集しています。

国⽴⼤学法⼈東海国⽴⼤学機構 名古屋⼤学⼤学院⼯学研究科／未来社会創造機構
マテリアルイノベーション研究所の松尾 豊 教授と、地⽅独⽴⾏政法⼈東京都⽴産業技術研
究センターの共同研究により、機械的刺激により⾒た⽬の⾊が変化（メカノクロミズム）する材
料の微粒⼦化に成功しました。本研究では、このメカノクロミック材料を基に塗料を作製、イン
クジェットプリンタに適⽤し、繰り返し利⽤可能かつ柔軟性に優れた圧⼒感知材料を開発しま
した。

本研究の概要
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また、この微粒⼦を基にメカノクロミック塗料を作製し、インクジェットプリンタへの適⽤を⾏
いました。この実装により、任意のパターンを紙や布にプリントすることが可能となり、従来の
使い捨て材料では不得⼿であった曲⾯での使⽤や繰り返しの利⽤を可能とする圧⼒感知材料を実
現しました（図3）。

図1. 本研究で扱うメカノクロミック材料
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図2.ビーズミル処理に
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図3.インクジェットプリンタを⽤いて布に印刷をしたサンプル
(a)機械的刺激による⾊の変化、(b)エタノールによる回帰
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